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Ⅰ-16 受注残削除処理 
 

受注残削除処理の役割 

指定展示会で受注残（受注数≠出荷数）のある受注明細の、受注残をなくす処理です。 

 

 

※ 受注管理・配分出荷機能導入時のみ、使用する処理です。 

※ この処理は受注管理と連動していませんので、削除した受注残数が受注入力数からマイナスされることは 

ありません。 

※ 受注残削除取消処理にて一度を削除した受注残を元に戻すことも可能です。 

 

 

条件指定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取消処理画面 
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Ⅰ-16－1 受注残削除処理 ［受注残削除処理］ 
 

[受注残削除]処理説明 
指定展示会で受注残（受注数≠出荷数）のある受注明細の受注残を 0 にする処理です。 

受注残を削除することで、配分出荷入力の画面上に品番を入力しても出荷未処理として 

表示されなくなります。 

 

※この処理は受注管理と連動していませんので、削除した受注残数が受注数から 

マイナスされることはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※受注残削除処

理は、受注管理

で入力した受注

数を出荷数に合

わせる機能です

あり、受注数を変

更するわけでは

ありません。 

 

例：受注数 10 に

対して出荷数6の

場合、受注残は 4

となります。 

受注残を削除す

ると受注数 10、出

荷数 6、受注残 0

となります。 

 

受注数 10 

－出荷数 6 

受注残数 4 

 

 

 

受注数 10 

－出荷数 6 

受注残数 0 

マイナス表示になって
いる受注残を0にする
場合にチェックします 

出荷確認前の数量を受
注残からマイナスする場
合にチェックします 

表示順
指定 

展示会指定 

受注残削除処理実行 

 得意先指定 

担当者指定 

ブランド指定 

アイテム指定 

品番指定 
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 操作方法 

1. 処理選択 

 マウスまたはアクセスキーにて画面左上の 

 [機能]-[受注残削除]を選択します。 

 

 

2. 展示会を選択 

 展示会 Code が一番古い西暦年月のものが初期表示されます。 

 矢印キーを数回押すか、左の▼を押してプルダウンから指定します。 

 

 

 

 

 

 

3. 表示順序を選択 

 品番-得意先順、得意先-品番順のどちらかを選択します。 

 初期選択は品番-得意先順、選択した順序で受注残の明細を表示します。 

 

 

 

4. 得意先、担当者、ブランド、アイテム、品番,から出力する実棚明細の抽出条件を指定します。 

 未入力の場合明細に存在する全ての項目を対象とします。 

 それぞれの項目で、個別指定・範囲指定が可能です。 

 個別指定・範囲指定はタブ操作で切替えが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜個別指定＞ ＜範囲指定＞ 
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5.  

 出荷数が受注数を上回っている場合、受注残はマイナスになります。 

 その場合、マイナスを残さず受注残「0」とする場合はチェックを入れます。 

 チェックを入れずに抽出した場合は、マイナスの受注残数は変更されません。 

6.  

 出荷配分中（出荷確認前）の出荷数量を受注残から引く場合は、チェックを入れます。 

 チェックを入れずに抽出した場合は、配分入力中（出荷確認前）の明細は受注残から引かれません。 

7. 抽出ボタン 

 条件指定に合致した受注残明細を表示します。 

 

 

＜品番の場合の個別指定＞ ＜品番の場合の範囲指定＞ 

 品番の頭数桁に合致する
品番を抽出します。 
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6. 更新ボタン 

 表示された明細から受注残を削除したい品番にチェックを入れ、更新ボタンを押下で受注残が削除されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 中止ボタン 

 条件指定画面に戻る場合は中止ボタンを押します。 

8. 終了ボタン 

 処理を終了する場合は終了ボタンを押します。 

受注残を削除
したい明細に
チェックします 

チェックを全て
解除します 

 条件指定画面で選択した 
条件を表示します。（※変更不可） 
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Ⅰ-16－2 受注残削除処理 ［受注残削除取消処理］ 
 

[受注残削除取消]処理説明 

受注残削除処理を行った明細の受注残を、元に戻すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

削除取消の単位 

受注残削除取消

処理では、削除し

た明細を部分的

に削除前の状態

に戻すことはでき

ません。 

 

一度の処理で削

除した全ての明

細を対象として、

削除取消されま

す。 
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操作方法 

1. 処理選択 

 マウスまたはアクセスキーにて画面左上の[機能]-[削除取消（C）]を 

 選択します。 

 

 

2. 処理を取り消したい処理日を選択します。 

 矢印キーを数回押すか、プルダウンさせて Enter ボタン、またはダブルクリックにて指定します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 更新ボタン 

 表示された明細内容を確認して更新ボタン押下で、削除された受注残が削除前の状態に戻ります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 中止ボタン 

 取り消し明細指定画面に戻る場合は中止ボタンを押します。 

 

5. 終了ボタン 

 処理を終了する場合は終了ボタンを押します。 

 

 受注残削除した明細の詳細が 

表示されます。 

※注意※ 

一回の処理の中で明細を部分的に 

取り消すことはできません。 

 


